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臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

一
般
事
務

■
募
集
人
数　

１
名

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
採
用　

１
月
10
日（
火
）

■
雇
用
期
間　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

■
給
与

　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

■
勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

■
応
募
要
件　

　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
で
き
る
方

■
応
募
方
法　

　

�

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
12
月
12
日（
月
）
ま
で
に

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
１
０
）

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

校
務
員　

■
募
集
人
数　

１
名

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
採
用　

１
月
10
日（
火
）

■
雇
用
期
間　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

■
給
与

　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

■
勤
務
時
間　

７
時
30
分
～
15
時
30
分

■
応
募
方
法

　

�

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
12
月
12
日（
月
）
ま
で
に

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
１
１
０
）

 

｢

年
金
確
保
支
援
法｣

が

公
布
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
の
高
齢
期
に
お
け
る
所
得
の
一
層

の
確
保
を
支
援
す
る
た
め
の
「
国
民
年
金

及
び
企
業
年
金
等
に
よ
る
高
齢
期
に
お
け

る
所
得
の
確
保
を
支
援
す
る
た
め
の
国
民

年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
年

金
確
保
支
援
法
）」
が
平
成
23
年
８
月
10

日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

「
後
納
納
付
制
度
」
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
が
納
付
で
き
る
期
間

は
２
年
以
内
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
年
金
確
保
支
援
法（
法
附
則
第
２
条
）

に
よ
り
、
施
行
日
か
ら
３
年
間
に
限
り
お

申
し
出
に
よ
り
納
付
で
き
る
期
間
が
２
年

か
ら
10
年
に
延
長
さ
れ
ま
す（
後
納
納
付

制
度
）。

　

こ
れ
は
、
将
来
の
無
年
金
、
低
年
金
の

発
生
を
防
止
し
、
国
民
の
皆
様
の
高
齢
期

に
お
け
る
所
得
の
確
保
を
よ
り
一
層
支
援

す
る
観
点
か
ら
、
平
成
24
年
秋（
予
定
）

か
ら
３
年
間
に
限
り
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
可
能
期
間
を
10
年
に
延
長
す
る
も

の
で
す
。

よ
く
あ
る
質
問
（
Ｑ
＆
Ａ
）

Ｑ
１�　

10
年
前
の
保
険
料
が
払
え
る
と
聞

き
ま
し
た
が

Ａ
１�　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
期
間

で
納
付
済
・
免
除
期
間
を
除
く
２
年

を
経
過
し
た
期
間
に
つ
い
て
、
10
年

間
以
内
の
期
間
の
納
付
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

�　

10
年
間
支
払
え
る
期
間
と
は
、
平

成
24
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
場

合
、
平
成
14
年
10
月
分
以
降
の
期
間

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
後
納
納
付
制

度
は
、
古
い
期
間
か
ら
順
番
に
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
２�　

こ
れ
か
ら
ず
っ
と
10
年
前
の
分
か

ら
納
付
で
き
る
の
？

Ａ
２�　

後
納
納
付
制
度
は
、
法
律
が
施
行

（
開
始
）
さ
れ
て
か
ら
、
３
年
間
に

限
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
間

に
「
お
申
し
込
み
」
か
ら
「
お
支
払

い
」
ま
で
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
３�　

当
時
の
保
険
料
額
の
ま
ま
支
払
え

る
の
？

Ａ
３�　

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
を
超
え
て
お
支

払
い
い
た
だ
く
場
合
、
当
時
の
金
額

に
「
加
算
額
」
を
加
え
た
保
険
料
額

と
な
り
ま
す
。

　
　

�　

ま
た
、
付
加
保
険
料
は
ご
利
用
に

な
れ
ま
せ
ん
。

　
　

�　
（
例
）平
成
24
年
度
に
お
申
し
込

み
の
場
合
、
平
成
21
年
度
分
以
前
の

保
険
料
に
加
算
が
付
き
ま
す
。

Ｑ
４�　

今
受
け
取
っ
て
い
る
年
金
が
増
や

せ
る
っ
て
本
当
？

Ａ
４�　

後
納
納
付
制
度
は
、
65
歳
未
満
で

年
金
を
お
受
け
取
り
に
な
っ
て
い
な

い
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
す

で
に
年
金
を
お
受
け
取
り
に
な
っ
て

い
る
方（
繰
上
請
求
含
む
。）は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

＊�

65
歳
以
上
で
年
金
受
給
権
の
な
い
方

は
一
部
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

＊�

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

日
本
年
金
機
構　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
１
３
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
島
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

②
そ
ら
む
き
住
宅（
世
帯
用
）　

１
戸



Public Information IBIGAWA 18

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
３
８
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

 

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

 

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

 

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必

要
で
す
。

 

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日（
木
）～
12
月
15
日（
木
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
24
年
１
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

ご
み
収
集
、
し
尿
く
み
取
り
の

お
知
ら
せ

◎
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
生
ご
み
等
も
や
す
ご
み
収

集
日
は
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
１
月
の
ご
み
収
集
の

詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
１
月
号
く
ら
し
の

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

揖
斐
川
地
域（
生
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
22
日（
木
）、
26
日（
月
）、

　

29
日（
木
）

　

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）、
５
日（
木
）

谷
汲
地
域（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
26
日（
月
）、
30
日（
金
）、

　

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）、
９
日（
月
）

春
日
地
域（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
26
日（
月
）

　

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）、
10
日（
火
）

久
瀬
地
域（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
21
日（
水
）、
28
日（
水
）

　

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）、
11
日（
水
）

藤
橋
地
域（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
26
日（
月
）、
29
日（
木
）

　

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）、
10
日（
火
）

坂
内
地
域（
も
や
す
ご
み
収
集
日
程
）

　

12
月
22
日（
木
）、
30
日
（
金
）

　

平
成
24
年
１
月
６
日（
金
）、
13
日（
金
）

◎
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

　

年
末
年
始
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼

が
殺
到
し
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

揖
斐
川
地
域

　

㈲
揖
斐
川
清
掃

　

℡
０
５
８
５

－

２
２

－

０
５
０
６

谷
汲
地
域

　

㈱
富
士

　

℡
０
５
８

－

３
２
３

－

０
４
８
５

春
日
地
域

　

㈲
揖
斐
川
清
掃

　

℡
０
５
８
５

－

２
２

－
０
５
０
６

久
瀬
地
域

　

中
央
清
掃
㈱

　

℡
０
５
８
４

－
２
７

－

６
１
８
１

藤
橋
地
域

　

㈲
岐
北
清
掃
社

　

℡
０
５
８

－

３
７
０

－

８
４
４
８

坂
内
地
域

　

ト
バ
ナ
産
業
㈱

　

℡
０
５
８

－

３
９
８

－

３
８
０
７

　

冬
期
の
ご
み
収
集
、
し
尿
の
く
み
取
り

は
天
候
の
都
合
に
よ
り
時
間
の
か
か
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

 

飼
犬
の
放
し
飼
い
を
し
な
い
で
!!

　

飼
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
行
為
は
、
近

隣
の
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
飼
主
の
方
は
、
以
下
の
事
項
を
尊

守
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
犬
の
飼
主
の
遵
守
事
項

　

・�

犬
を
檻
等
の
囲
い
の
中
で
飼
養
し
、

ま
た
は
綱
も
し
く
は
鎖
で
確
実
に
つ

な
い
で
飼
養
す
る
こ
と
。

　

・�

人
の
生
命
、
身
体
等
を
侵
害
し
な
い

よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　

・�

犬
の
種
類
、健
康
状
態
等
に
応
じ
て
、

適
正
に
運
動
さ
せ
る
こ
と
。

　

・�

犬
に
適
正
な
し
つ
け
を
施
す
こ
と（
生

後
２
か
月
頃
か
ら
の
し
つ
け
が
大
切

で
す
）。

　

・�

異
常
な
鳴
き
声
、
悪
臭
に
よ
り
、
迷

惑
を
か
け
な
い
こ
と
。

　

・�

犬
が
公
園
、
道
路
等
を
損
傷
し
、
ま

た
は
汚
染
す
る
よ
う
な
行
為
を
さ
せ

な
い
こ
と
。

　

・�

犬
を
飼
養
し
て
い
る
旨
の
標
識
を
、

見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
し
て
お
く
こ

と
。

　

・�

仔
犬
が
産
ま
れ
る
と
困
る
方
、
発
情

期
に
困
る
方
は
、
不
妊
等
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

　

・�

感
染
症
予
防
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う

努
め
る
こ
と（
生
後
91
日
以
上
の
犬

は
、「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
基
づ
き
、

生
涯
１
回
の
登
録
及
び
年
１
回
の
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ

う
）。

　

・�

飼
主
は
、
飼
養
す
る
犬
が
人
を
噛
ん

だ
と
き
は
、
狂
犬
病
の
疑
い
の
有
無

に
つ
い
て
、
犬
を
獣
医
師
の
検
診
に

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

・�

飼
主
は
、
飼
養
す
る
犬
が
逃
走
し
た

と
き
は
、
役
場
生
活
環
境
課
・
各
振

興
事
務
所
地
域
振
興
課
に
通
報
或
い

は
、
西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー
に

迷
い
犬
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す

（
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
町

外
へ
の
リ
ン
ク
ペ
ー
ジ
」に
あ
る「
岐

阜
県
動
物
愛
護
管
理
情
報
」
に
「
迷

い
犬
情
報
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
）。



19 Public Information IBIGAWA

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場 

生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　

谷
汲
振
興
事
務
所 

地
域
振
興
課

　

℡
５
５

－

２
１
１
１

　

春
日
振
興
事
務
所 

地
域
振
興
課

　

℡
５
７

－

２
１
１
１

　

久
瀬
振
興
事
務
所 
地
域
振
興
課

　

℡
５
４

－

２
１
１
１

　

坂
内
振
興
事
務
所 

地
域
振
興
課

　

℡
５
３

－

２
１
１
１

　

藤
橋
振
興
事
務
所 

地
域
振
興
課

　

℡
５
２

－

２
１
１
１

　

西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
１
１
１

 

「
認
知
症
」を
知
ろ
う
！

　

10
月
18
日
の
揖
斐
地
区
さ
く
ら
草
サ
ロ

ン
で
は
、「
誰
か
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
、

見
守
ろ
う
。
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

に
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
サ
ロ
ン
を

続
け
よ
う
」
と
、
和
や
か
な
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
21
日
北
方
１
区
公
民
館
の

サ
ロ
ン
で
は
、
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
地

区
の
方
々
が
、「
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
っ

て
、
公
民
館
に
集
ま
る
こ
と
が
、
楽
し
い
。

世
話
を
し
て
も
ら
う
の
も
う
れ
し
い
が
、

世
話
が
出
来
る
自
分
た
ち
が
元
気
に
も
な

れ
る
。」
な
ど
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
活
動

が
感
じ
ら
れ
る
地
区
で
し
た
。

　

地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
は
、
誰
と
な
く
、

家
に
あ
る
も
の
を
互
い
が
持
ち
寄
っ
て
一

緒
に
話
し
た
り
、
食
べ
た
り
笑
っ
て
過
ご

せ
る
時
間
で
す
。
普
段
か
ら
地
域
で
寄
り

合
え
る
関
係
が
出
来
て
い
る
こ
と
は
、
災

害
時
に
は
と
て
も
有
利
で
す
。

　
「
認
知
症
」
を
き
っ
か
け
に
、
家
族
や

地
域
が
元
気
に
な
れ
る
方
法
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
相
談
や
認
知
症
講
座
な
ど
を
通

じ
て
、
皆
様
と
一
緒
に
、
安
心
で
き
る
生

活
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－
１
３
４
１

 

「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」
で

運
動
力
ア
ッ
プ

　

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
！

　

生
活
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め

の
、
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
運
動
教
室

「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
65
歳
以
上
で
転
倒

予
防
運
動
を
希
望
さ
れ
る
方
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

 

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の

仕
事
を
し
て
い
た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共

へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お
よ

び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
各
種
手

続（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求

等
）の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
る
限

り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部

ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合
せ
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

　

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

〒
１
０
５

－

０
０
１
１

　

東
京
都
港
区
芝
公
園
１

－

７

－

６

　

退
職
金
機
構
ビ
ル

　

℡
０
３

－

５
４
０
０

－

４
３
３
４

　

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。http//w

w
w
.rintaikyo.

taisyokukin.go.jp

 

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ
!!

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度
第
１
学

期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放

送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

《
大
学
説
明
会
》

◇
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

12
月
３
日（
土
）

　
　

平
成
24
年
１
月
７
日（
土
）

　
　

平
成
24
年
１
月
８
日（
日
）

　
　

平
成
24
年
２
月
５
日（
日
）

　
　

平
成
24
年
２
月
18
日（
土
）

　
　

平
成
24
年
２
月
19
日（
日
）

◇
多
治
見
分
室

　
　

12
月
10
日（
土
）

　
　

平
成
24
年
１
月
14
日（
土
）

◇
高
山
分
室

　
　

平
成
24
年
１
月
15
日（
日
）

《
出
願
期
間
》

　

平
成
24
年
２
月
29
日（
水
）ま
で

【
お
問
い
合
せ
先
（
資
料
の
請
求
先
）】

　

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
８

－

２
７
３

－

９
６
１
４

 

屋
内
温
水
プ
ー
ル　

ゆ
～
み
ん
ぐ
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
休
館
日

　

定
期
清
掃
の
た
め
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12
月
５
日（
月
）～
12
日（
月
）

　

年
末
年
始
休
館

　
　
　

12
月
31
日（
土
）～

�

平
成
24
年
１
月
２
日（
月
）

■
年
始
の
営
業

　

平
成
24
年
１
月
３
日（
火
）

�

10
時
～
18
時

　

※
１
月
４
日
以
降
は
通
常
営
業

■
イ
ベ
ン
ト
案
内

　

平
成
24
年
１
月
３
日（
火
）

　

☆
新
春
タ
イ
ム
計
測

　
　

10
時
～
15
時

　
　

�

タ
イ
ム
測
定
参
加
者
に
認
定
書
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

☆
家
族
写
真
撮
影

　
　

�

先
着
20
組
の
家
族
写
真
を
撮
影
し
ま

す
。（
午
前
10
組
、
午
後
10
組
）

　

平
成
24
年
１
月
７
日（
土
）

　

☆
ぜ
ん
ざ
い
配
布　

11
時
～

　
　

先
着
２
０
０
名
に
無
料
配
布

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

西
濃
環
境
整
備
組
合
屋
内
温
泉
プ
ー
ル

　

ゆ
～
み
ん
ぐ

　

℡
３
２

－

４
６
８
２

 

揖
斐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

「
こ
ど
も
を
育
て
る
…
…
？
」

～
知
的
障
が
い
・
発
達
障
が
い
を
理
解
す
る
～

　

西
濃
圏
域
発
達
障
害
児
療
育
地
域
支

援
セ
ン
タ
ー
発
達
障
害
専
門
相
談
員
中な

か

野の

た
み
子
氏
よ
り
、「
こ
ど
も
を
育
て
る

…
…
？
」
～
知
的
障
が
い
・
発
達
障
が
い

を
理
解
す
る
～
と
題
し
て
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
ご
質
問
も
受
け
付
け
ま

す
。
ま
た
、
無
料
託
児（
定
員
10
名
）
も

あ
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
13
日（
火
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

役
場
３
階
防
災
対
策
室

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
み　

不
要

※�

当
日
無
料
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

　

会
長　

牧
村
光
子　

　

℡
２
２

－
５
０
６
７

 

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
年
恒
例
の
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
行
事
は
、
合
併
し
て
か
ら
継
続

し
て
実
施
し
て
い
る
活
動
で
６
年
目
と
な

り
ま
す
。
前
年
か
ら
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ

ン
前
に
大
勢
の
会
員
で
施
設
周
り
の
清

掃
、
草
取
り
を
行
い
、
同
時
に
剪
定
を
行

う
な
ど
、揖
斐
川
町
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

施
設
を
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
終
了
後
、
会
員
自
慢
の
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
入
れ
た
豚
汁
を
い
た
だ
き
、
会

員
同
士
の
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
最
後
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

＊
12
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

　

12
月
５
日（
月
）　

10
時
開
始

　
（
約
１
時
間
30
分
程
か
か
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

 

や
め
よ
う
不
法
投
棄

～
私
た
ち
の
町
が
汚
さ
れ
て
い
ま
す
～

　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
ゴ
ミ
を
捨
て
ら
れ
た
場
所
の
周
辺
住

民
や
土
地
の
管
理
者
は
大
変
迷
惑
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
処
理
に
は

た
く
さ
ん
の
労
力
と
経
費
が
か
か
り
ま

す
。
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
て
不
法
投
棄

を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

「
ち
ょ
っ
と
め
ん
ど
く
さ
い
」

�

が
み
ん
な
の
迷
惑
に

　

不
法
投
棄
は
、
引
っ
越
し
で
大
量
の
ゴ

ミ
が
出
た
り
「
分
別
が
面
倒
」「
決
め
ら

れ
た
日
に
出
せ
な
か
っ
た
」「
処
分
費
用
が

も
っ
た
い
な
い
」
な
ど
モ
ラ
ル
を
欠
い
た

自
分
勝
手
な
理
由
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
５
年
以
下
の
懲
役
や
罰
金

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
則
の
あ
る
犯
罪

で
す
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

は
さ
ら
に
重
い
罰
則
に
な
り
ま
す
。

☆
日
頃
か
ら
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
捨
て
た
人

が
分
か
れ
ば
、
当
然
そ
の
人
に
処
理
し
て

も
ら
い
ま
す
が
、
土
地
の
所
有
者
や
管
理

者
も
、
定
期
的
に
除
草
し
た
り
フ
ェ
ン
ス

な
ど
で
車
が
入
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り
し

て
、
ゴ
ミ
を
捨
て
に
く
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
町
を
い
つ
も

き
れ
い
に
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ゴ
ミ
の
捨
て
方
に
も
地
域
の
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
役
場

生
活
環
境
課
ま
た
は
、
最
寄
り
の
振
興
事

務
所
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
分
た
ち
で
使
っ
た
も
の
で
す
。
正
し

く
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

▲不法投棄された車のバンパーなど
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

藤ふ
じ

原わ
ら　

あ
き
よ
さ
ん（
黒
田
）

�

10
月
４
日（
火
）　

95
歳　

　

藤ふ
じ

原は
ら　

ア
キ
エ
さ
ん（
春
日
小
宮
神
）

�

10
月
14
日（
金
）　

95
歳　

　

深ふ
か

井い　

静し
ず

枝え

さ
ん（
谷
汲
深
坂
）

�

10
月
31
日（
月
）　

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

10
月
17
日

（
月
）、
セ

フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
い
び
が
わ

よ
り
い
び
が

わ
マ
ラ
ソ
ン

の
協
賛
金

１
２
０
万
円

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

10
月
21
日（
金
）、
西
濃
建
設
株
式
会

社
代
表
取
締
役
宗そ

う

宮み
や

正ま
さ

和か
ず

さ
ん
よ
り
、
い

び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の
協
賛
金
３
０
０
万
円

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

11
月
２
日（
水
）、
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の

協
賛
金
30
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

11
月
４
日（
水
）、
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
、
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
結
成
50
周
年
記
念
事
業
「
小
椋
佳　

歌
談
の
会
」
の
収
益
金
の
一
部
70
万
円
を

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
に
と
町

に
寄
託
さ
れ
ま

し
た
。

　

災
害
義
援
金

と
し
て
、
日
本

赤
十
字
社
を
通

じ
て
、
被
災
地

へ
と
届
け
ら
れ

ま
す
。

　

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

みんなで築こう人権の世紀

～考えよう相手の気持ち　
　育てよう思いやりの心～

人権週間
12月4日（日）～10日（土）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１NO!寿

長
ご

さ
ん

今
月
の
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　アイは東南アジアのベトナム南部の原産です。中国で薬草のことが書かれた最も古い書『神農本草経』（約200年）の上品に「藍実」として収載されている
のでかなり昔に中国には入ったと思えます。現在は自生のアイは知られていません。すべて栽培品です。
　日本には7世紀以前に藍染めの原料植物アイと染色技術が中国から渡来しています。アイの栽培の最も盛んな所は徳島県です。今
でも藍染めは廃れたとはいえ、伝統の文化遺産として大切に保存され受け継がれています。藍染めが天然のアイから合成染料に取っ
て代わったのはまだ最近のことであり、江戸時代にはアイは特に重要な染料植物でした。春日の古老から聞くところではトウキ、ア
マチャとアイなどが主要な取引の薬草だったようです。今はアイの栽培はされていませんが、かすがモリモリ村の薬草教室（年10回）
では体験実習としてアイの生葉染めを行っていますが大変人気があります。
　アイはイヌタデを大きくしたような形です。薬用には葉（藍葉）と果実（藍実）を薬用にします。葉は7月頃に摘み取り、水洗いして
日干しで乾燥させます。果実は９月頃に採取し、日干しで乾燥する。また葉を重ねて水をかけ発酵させ、石灰を加えかき混ぜ、出る
泡をすくい取って乾燥させたものが生薬の青黛（セイタイ）である。漢方薬に配合されます。
　藍実は消炎、解熱や解毒の目的で熱さましなどに用います。藍実を一日量を5～10グラムとして水300ミリリットルを加えて煎じ、
約3分の1量まで煮詰めて服用します。新鮮な葉から絞った汁は毒虫に刺されたとき外用して効き目があります。
� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

 

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

～
見
守
り
カ
ー
ド
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
～

　

最
近
、
日
本
各
地
で
地
震
や
台
風
、
集

中
豪
雨
な
ど
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
人
的

な
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
普
段

か
ら
の
地
域
の
中
で
の
つ
な
が
り
、
地
域

住
民
の
連
携
が
重
要
で
す
。
ま
た
、東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
に
つ
い
て
も
、
そ
の

発
生
が
危
惧
さ
れ
、
そ
の
備
え
が
必
要
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
普
段
の
生
活
の
中
で
不
安
や

不
自
由
を
感
じ
て
み
え
る
方
に
、
申
請
し

て
い
た
だ
き
、
災
害
や
緊
急
時
に
備
え
る

と
共
に
、
普
段
の
見
守
り
活
動
に
も
活
用

し
て
い
く
た
め
に
、こ
の
度「
見
守
り
カ
ー

ド
」
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
「
見
守
り
カ
ー
ド
」
は
、
あ
ら

か
じ
め
氏
名
、
住
所
、
緊
急
連
絡
先
な
ど

の
情
報
を
「
見
守
り
カ
ー
ド
」
に
登
録

し
、
こ
の
情
報
を
地
域
内
で
共
有
す
る
こ

と
で
、
①
普
段
の
見
守
り
、
②
緊
急
時
の

対
応
、
③
災
害
時
に
お
け
る
安
否
確
認
や

避
難
誘
導 

に
役
立
て
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

情
報
を
共
有
す
る
の
は
、
①
行
政
推
進

員
、
②
民
生
・
児
童
委
員
、
③
福
祉
委
員
、

（
①
～
③
は
、
担
当
区
域
の
情
報
の
み
）、

④
役
場
、
⑤
社
会
福
祉
協
議
会
、
⑥
警
察

署
、
⑦
消
防
署
で
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
に
登
録
い
た
だ
き
た
い
方

は
、
特
に
次
の
項
目
に
該
当
さ
れ
る
方
で

す
。

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
方

　
（�

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯

昼
間
高
齢
者
だ
け
に
な
る
世
帯
な
ど
）

②
要
介
護
認
定
を
受
け
て
み
え
る
方

③
障
が
い
の
あ
る
方

④�

普
段
か
ら
継
続
的
な
医
療
行
為
が
必
要

な
方
や
そ
の
他
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り

不
安
を
感
じ
て
み
え
る
方
な
ど

　

見
守
り
カ
ー
ド
へ
の
登
録
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
必
要
事
項
を
記
載
・
捺
印
し
て
、

各
地
区
の
行
政
推
進
員
（
区
長
）
ま
で
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

～
見
守
り
カ
ー
ド
に
登
録
し
、
地
域
で
互

い
に
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
～

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
高
齢
福
祉
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１　
　
　
　
　
　

　
（
内
線
２
５
４
、２
５
５
）

 

平
成
24
年
度
自
衛
隊
貸
費
学
生

（
技
術
）
募
集
案
内

■
受
付
期
間　

　

12
月
１
日（
木
）～

平
成
24
年
１
月
13
日（
金
）

■
募
集
人
員　

　

陸
・
海
・
空
合
わ
せ
て
約
10
人

■�

応
募
資
格　

大
学
の
理
学
部
、
工
学
部

の
３
・
４
年
次
又
は
大
学
院(

専
門
職

大
学
院
を
除
く)
修
士
課
程
在
学
（
正

規
の
修
業
年
限
を
終
わ
る
年
の
４
月
１

日
現
在
で
26
歳
未
満
【
大
学
院
修
士
課

程
在
学
者
は
28
歳
未
満
】）

■
試
験
期
日　

平
成
24
年
２
月
４
日（
土
）

■
発
表　

平
成
24
年
４
月
下
旬

■�

待
遇　

４
月
分
か
ら
正
規
の
修
業
年
限

を
終
え
る
月
ま
で
毎
月
５
４
０
０
０
円

貸
与

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
地
域
事
務
所　

　

大
垣
市
林
町
５

－

１
８　

　

℡
０
５
８
４

－

７
３

－

１
１
５
０　

 

あ
な
た
も
通
信
制
課
程
で
高
校
の

学
習
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

■�

出
願
資
格　

中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る

こ
と
。（
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。）

■�

費
用　

年
度
当
初
に
３
万
６
千
円
程
度

必
要
。（
教
科
書
代
を
含
む
。）

■
学
校
説
明
会　

　

12
月
14
日
、
平
成
24
年
１
月
26
日

　

２
月
12
日
・
20
日
・
23
日

い
ず
れ
も
本
校
で
開
催
14
時
～
16
時

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
立
華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

高
等
学
校
通
信
制
課
程

　

本
校
の
住
所　

　
　

〒
５
０
０

－

８
２
８
６　

　
　

岐
阜
市
西
鶉
６

－

６
９

　
　

TEL
０
５
８

－

２
７
５

－

７
１
８
５  

　
　

FAX
０
５
８

－

２
７
５

－

７
１
８
６

ア　イ（タデ科）いびがわ　特産品シリーズ


